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Abstract
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1. はじめに

　1.1 受付原稿
　受付原稿は，執筆要項に従って執筆したもので，原則としてMicrosoft Wordで作成した電子原稿とする．

　1.2 標準的作成方法
用紙サイズは，A4判縦長とし，題名，著者名，概要及びキーワードは，横書き１段とし，Microsoft Wordの43文字×38行を基準とする．本文，参考文献及び付録は，横書き２段組とし，Microsoft Wordの20文字×38行２段組を基準とする，余白は，上25mm，下25mm，左25㎜，右25㎜とする．
フォントは，邦文においては明朝，欧文英数字はTimes New Romanを基本とする．
文字ポイントは，表題を12pt，とし，それ以外は10.5ptとする．邦文はひらがな，カタカナ，漢字を全角とし，欧文英数字は半角を使用する．
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2. 本文
句読点は，邦文では，全角カンマ(，)と全角ピリオド(．)を使用する．英文では，半角カンマ(,)と半角ピリオド(.)を使用する．
数宇は，原則として算用数字(アラビア文字)(半角)を使用する．熟語，成句，固有名詞は和数字を使用する．第一に，第二に，一つ目，二つ目などは，論文中で漢数字又は算用数字(半角)で統一する．
記号，単位の標記は，地点，数学記号，関数，単位，元素記号 等は、立体文字とする．地点以外，変数 等は，斜体文字とする．添え字は，前２項に準ずる．
図と表は，(1)　図(グラフ，説明図，写真等)及び表は，縮尺を考慮した完全な図面として文中に挿入する．図は，図１，図２として，その次に図の表題を記載する．図の番号及び表題は，図の下に記載することを原則とする．表は，表１，表２としてその次に表の表題を記載する．表の番号及び表題は，表の上に記載することを原則とする．グラフの座標軸の説明は横書きで，縦軸は下から上へ，横軸は左から右へそれぞれ中央に記載する．図表等を他の文献から転載する場合は，著者の責任において転載許可を得て，その出展を明記すること．
用語)はそれぞれ学会で決められたもの，又は日本工業規格(JIS)の標準用語を用いる．また付録Ⅱ用字例も参考とすること．
単位は，国際単位すなわちSI (Systeme International d’Unites) による．単位記号については，それぞれの学会で制定したもの，又はJISZ8202 (1974)，前述のSI，若しくはDIN1304 Allgemeine Formelzeichen (1968) を参照する
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3. まとめ
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